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一人一人が笑顔に！就学前からの発達支援事業

＜事業の趣旨＞

＜事業のイメージ図＞

幼稚園・保育所等 特別支援学校
保健福祉部局

①集団生活の場で、
一定期間、４歳児を観察

３歳児健診等で把握で
きなかった発達障害等
の可能性のある子ども
の積極的な発見

②専門指導員(特別支援
学校教諭)と就学前支援
コーディネーターの
訪問・観察等の見立て

③指導・支援方針検討会議

④決定した方針に基づいた
日々の指導・支援

＜主な内容例＞
◎感情のコントロール
◎表情の読み取り
◎ルールの理解
◎カードによるコミュニケー
ション

⑤専門指導員と就学前支援
コーディネーター等による
巡回アフターフォロー

１歳半健診

通常学級
★適応できる児童の増加

特別支援
学校

特別支援学級
★在籍児童の減

既存の乳幼児健診等に加え、幼稚園・保育所等の集団生活の場において、特別支
援学校教員等の専門的人材がアセスメントを行うことで、発達障害等の可能性のあ
る子どもを的確に把握し、個に応じた指導・支援を早期から適切に開始することに
より、特別な支援を必要とする子どもの集団への適応力を高め、就学後の学校にお
いて落ち着いた学習環境を実現させる。
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生活上、学習上の問題の改善・克服等

３歳児健診

※要支援児

枠内が「就学前からの発達
支援事業」の内容
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